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国際ロ－タリ－第 2790 地区 

SERVE TO CHANGE LIVES  

2021-22年度国際ロ－タリ－テ－マ 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

◆欠席者【敬称略】      
石井文子・叶川博章・佐藤丈夫・阪中昌司・
嶋津正和・鈴木秀幸・趙 亜南・鶴岡大治・
中野麻美・林田謙治・藤野宏治・宮寺順子 

 

◆出席 会員４２名 ◆出席率    ６９.２３％ 
出席２７名 ◆前々回出席率 ７８.９４％ 
欠席１５名 ◆修正後出席率 ８１.５７％ 

 

◆点鐘 １２時３０分  
渡邉愼司会長    

 

 

■司会進行  
加藤智生ＳＡＡ    
 

 

◆Ｒソング 斉唱  
「それでこそロータリー」  

    
 

 

◆四つのテスト      田口理紗会員 
  

    
 

 

【さきちゃん】 

【 故 金見和子さんのペット 】 



◆誕生日祝い 
平野秀和（1/26） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■会長挨拶・報告      渡邉愼司会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆さんこんにちは、コロナウイルス感染者が
急激に増え続けていますが、ここに出席の会員
の皆さんは、日頃から感染対策を万全に講じて
いると思います。もし、感染しやすい場所など
に行った方は出席をお控え願いたいと思いま
す。感染者がこの会場にいなければ感染する心
配はないので、今後も自己管理を十分にして頂
き安全に例会を行いたいと思います。 
 本来ならば休会にして事が過ぎるのを待つ
のが得策かもしれませんが、ロータリークラブ
は感染対策を万全に講じているから感染者を
出さずに活動できるのだと、主張していきたい
と思っています。今日はチャーターメンバーで

ある有島会員が卓話を行いますが、今まではタ
イミングが悪く卓話がキャンセルになってし
まっていましたが、今回は皆さんのご協力によ
り実施できます。 
 次年度のＲＩ会長をご存知でしょうか。カナ
ダ・オンタリオ州にあるウィンザー・ローズラ
ンド・ロータリークラブ会員であるジェニファ
ー・ジョーンズ会長エレクトです。ＲＩとして
初めての女性会長となります。１月２０日に次
年度の地区ガバナーに向けた講演をオンライ
ンでライブ配信し、2022-23 年度の会長テーマ
「イマジン  ロータリー」を発表しました。ジ
ョーンズ氏は講演の中で、世界にもたらせる変
化を想像して大きな夢を描き、その実現のため
にロータリーの力とつながりを生かすよう呼
びかけました。 
 彼女はロータリーの力とつながりを生かし
た自身の体験として、昨年アフガニスタンから
の米軍撤退が進む中、一人の会員から、ある若
いアフガニスタン人の平和活動家を国外退避
させるために力を貸してほしいと頼まれたそ
うです。しかし、最初はどうしてよいかわから
なかったものの、「ロータリーの不思議な力
（magic of Rotary）」を頼りに、数年前に出会
った元ロータリー平和フェローに連絡。1 日も
経たないうちに、その活動家は退避者リストに
加えられ、間もなくヨーロッパ行きの飛行機に
乗ることができたそうです。 
 当クラブも次年度に向けて準備が着々と進
んできています。次年度理事の方々や委員長に
なられる方々も今後、会議や活動計画書の作成
がありますので、早めの準備で臨んで頂きたい
と思います。 
 １月号のロータリーの友、内外よろず案内の
ページに、「親日の国、タイ・ミャンマー・カン
ボジア・ベトナムでロータリアンの友達をつく
りませんか？」と呼び掛けている、第３３５０
地区の飯田ガバナーエレクトが投稿した記事
が掲載されています。姉妹クラブや姉妹地区の
締結などを呼びかけていますが、このような機
会を活用することによって、現地のロータリア
ンと交流を深め、その地域の問題についての支
援をすることも出来るかもしれないなと思い
ました。 
 また先日の千葉新聞に、駐日パキスタン大使
館と木更津市が、友好交流促進を目的に書簡を
交換したという記事が掲載されていました。パ
キスタンでは教育を受けることが出来ない子
供たちが未だに多く、二人に一人が学校に通え
ない状態です。その国の現状を知るには現地の
状況を知っている人に聞くしかありません。そ
ういった人たちとまずは繋がりを持つ事が、国
際奉仕をする上で大変重要だと思います。 
 ロータリークラブの特徴として、国際的な支
援が各クラブで出来きます。また、補助金も活
用する事になって、クラブ自体の負担も軽減す
ることができます。無理に国際奉仕をする必要
はありませんが、やはり自分達から行動するこ
とによって、良いめぐりあわせがあると思いま
すので、心の隅に国際奉仕について留めておい
て頂きたいと思います。 

◆結婚記念日祝い 
有島敏夫（1/25） 

    
 

 



■幹事報告         吉田和義幹事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.幹事報告 

1) 2021-22年度 RLI推進委員会より「RLI 
10周年を祝う集い」の日程変更のお知
らせが届いておりますので 

 2）米山記念奨学会より「米山功労クラブ感
謝状」が届いておりますので回覧いた
します。 

 
2.他クラブからのお知らせ 

1）木更津 RC・富津中央 RC・袖ヶ浦 RCより
「例会変更のお知らせ」が届いておりま
すので回覧いたします。 

2）富津中央 RC・上総 RC・袖ヶ浦 RC・君津
RCより「週報」が届いておりますので回
覧いたします。 

 
3.その他のお知らせ 

1）本日、会員満足度アンケートを配布して
おりますのでご協力をよろしくお願いい
たします。 

記入後、事務局までよろしくお願いいた
します。 

 
4.回覧 
・2021-22 年度 RLI 推進委員会より「RLI 10

周年を祝う集い」の日程変更のお知らせ 
・富津中央 RC・上総 RC・袖ヶ浦 RC・君津 RC

より「週報」 
 
 
■委員会報告 
◆ニコニコボックス報告・出席報告 

親睦出席委員会 近藤直弘会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇渡邉愼司会長 
 ポールハリスフェローを頂きありがとうご

ざいます。皆さんの感染予防対策の徹底で乗
り切りましょう。 

 

◇大隅義一会員 
 ポールハリスフェロー第 4回の表彰を受けま

した。 
 
◇平野秀和会員 
 本日 74 回目の誕生日を迎えました。これか

らも健康に留意して行きたいと思います。 
 
◇竹内正守会員 
 結婚記念日に素敵なお花をありがとうござ

いました。妻から喜びの写メが送られていま
した。 

 
◇有島敏夫会員 
 結婚記念日のきれいな花束を頂きありがと

うございます。家内も喜んでいると思います。
又、卓話をさせて頂きます。 

 
 
■例会アワー     担当：吉田和義幹事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆卓話者          有島敏夫会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ 

「 ロータリー雑感 PartⅡ 」 
 

当クラブでは充実した例会が続いています
が、今年度の渡邉慎司会長は必ずロータリーの
話をされています。そして週報には毎週ロータ
リー情報を詳しく掲載しています。たいへん勉
強されてロータリー会員に知らせ続ける努力
は並大抵のことではなく素晴らしいことです。
また、山田会員はパストガバナーとして地区内
随一の R・I通で例会で RI関連の情報を会員に
説明され、ややこしい情報を理解してもらう努
力されています。用語や規定など情報は多種多
様ですが、ロータリー手帳の『ロータリー関連
資料集』が小冊子ながら充分な情報が入ってい
ますのでぜひ利用して下さい。『ロータリーの
友』も情報の宝庫です。 
 



前回の要約 
 当クラブの特色としては①活気がある②人
材が多様でバランスが良い③楽しい例会、の３
つがあり、それらが創立当時から受け継がれて
きていることを話しました。1960 年代の高度成
長時代、君津に八幡製鉄所が進出しました。日
本のロータリーも拡大方針を進め木更津にも、
もう一つ新クラブを作ろうという事になりま
した。木更津 RC で若手の中心だった三平正家
氏が、JC 出身者を中心に 20 名を引き連れてこ
の東 RC を 1968 年（昭和 43 年）6 月 26 日に創
立しました。木更津 RC からのキーメンバー」に
地元や進出企業の人材を加え 33 名でスタート
しました。平均年令 40 才そこそこで活気に溢
れた認証状伝達式が木更津中央高校講堂で盛
大に挙行されました。この大イベントでは大企
業幹部や地元の旦那方も協力一致で汗を流し
ました。現在の人材豊富で活気あるクラブの伝
統となって続いています。初代榎本武雄会長が
「楽しい例会づくり」を提唱し、歴代会長も唱
え続け現在に及んでいます。当初からロータリ
ーの方針に忠実、出席は厳格でした。家族親睦
会は賑やかでなごやかに、ゴルフ愛好会も盛ん
で囲碁同好会もありました。地元への奉仕活動
も活発に続けられ、同年行事の節目ごとに大き
な奉仕が実行されてきました。第 20 代の清水
会長は四国の坂出東 RC と横断道路の縁で姉妹
クラブ契約の締結を行い、親しい関係が続いて
います。2011~12 年度には当クラブの山田修平
会員が 2790 地区ガバナーに就任し、地区大会
をここアカデミアホールで盛大に行いました。 
 当クラブ創立は高度成長時代で会員数も当
初の 33名から 88 名まで増加しましたが、その
後のバブル崩壊、景気低迷の時代となり半減し
ました。会員増強の努力が続けられ、女性会員
も活躍しています。 
 
ロータリーの奉仕について 
 これから話すことが本日の卓話で私がチャ
ーターメンバーとして聴いていただきたい部
分となります。内容はロータリーの奉仕という
事に関連して、聞いた事、読んだこと、教わっ
たことなどから私の気に入っている言葉や先
人の教えを偏見や独断が多いと思いますが話
してみます。決して皆さんに意見を押し付ける
つもりはありません。あとで何かのヒントにな
ることでもあればと思います。 
 ロータリーの本質にかかわること、他の団体
とはどこが違うのかということ、皆さんの気に
なっていることがいろいろあると思います。適
切なお答えをする知識も能力もありませんの
で、不十分であることをお許し下さい。 
 先日、地区の青木忠茂職業奉仕委員長が来訪
されました。卓話で P.ハリス以降のロータリー
の奉仕の理念の発展について話されました。
「理念」とは不変の完全な価値のある考え方、
ということです。ロータリーでは、個人の利益
追求だけでなく、仕事が継続的に利益をもたら
す顧客を確保することによって事業を発展さ
せようという方向に転換していきました。ロー
タリーが広まっていく過程で「奉仕の理念」が

論じられるようになったのです。この考え方を
1910 年代のアーサー・フレデリック・シェルド
ンが提唱しました。彼はミシガン大学で販売学
を学び、卒業後自身が販売活動で実績を挙げ、
ビジネススクールを創って経営学を教えまし
た。今でいうマーケティング販売管理です。ロ
ータリーの職業奉仕の中核となった「最もよく
奉仕する者、最も多く報いられる」に基づくサ
ービス学の概念を経営学と捉えて教えました。
ジェルドンの奉仕理念は継続的な事業の発展
のためには自分の儲けを優先するのではなく
自分の職業を通じて社会に貢献するという意
図をもって事業を営むことが大切で、資本家が
利益を独占するのではなく従業員や取引に関
係する人たちと適正に再配分することが継続
的に利益を得る方法だと考えました。このよう
にして米国のロータリーでは「超我の奉仕
(Service above self)」「最も多く奉仕する者、
最も多く報いられる(He profits most who 
service best)」ハーバート・テーラーの「4 つ
のテスト」などが奉仕の理念による行動指針と
なりました。こういうロータリーの奉仕の哲学
は決議 23―34 として記載されました。決議 23
―34 では第 1 条に『ロータリーは基本的には一
つの人生哲学であり、それは利己的な欲求と義
務及びこれに伴う他人のために奉仕したいと
いう感情とのあいだに常に存在する矛盾を和
らげようとするものである。この哲学は奉仕―
「超我の奉仕」―の哲学であり、これは「最も
多く奉仕する者、最も多く報いられる」という
実践的な倫理原則に基づくものである』と奉仕
理念が説かれています。この条文を（故）越部
平八郎パストガバナーは財団奨学生に対する
オリエンテーションで次のように易しく説明
されました。「だれでも自己の利益、つまり自利
を図りたいという欲望があるはずです。反面、
人のために役立ちたいという奉仕の欲求も意
識的、無意識的を問わず誰の心にも湧き上がっ
てくる感情でしょう。そして両者は共存する可
能性が極端に少なく、いや寧ろ対立する要素を
数多く内包しているので。そこで心は悩み」、両
社が闘争をはじめます。決議文はその「闘争」
を和らげるものがロータリーの人生哲学だと
言っているのです」と言われました。 
 ロータリーの奉仕は会員個人個人の心を基
にして職業を営み社会に貢献する”I serve”
が特色です。他団体の”We serve”で皆一緒に
元気よく奉仕をするのと違うのです。ロータリ
ーでも理念について論争があり、1917 年に意見
の合わなかった会員が脱会してライオンズク
ラブを創りました。 
 ロータリーの奉仕の理念の流れを見てきま
したが、この様な考え方は米国で出来たのかと
いうと必ずしもそうではありません。我が日本
ではもっと昔からそのような考えがありまし
た。古くから日本では天地自然を大切に祀る神
道があり飛鳥時代に仏教が伝承して、聖徳太子、
後には空海や最澄などが利他の心の大切なこ
とを勧めました。中国の儒教も受け入れられて
「修身斉家治国平天下」が政治の基本と考えら
れました。商業が盛んになった江戸時代の近江



商人は「三方善」（売り手善、買い手善、世間善）
を心得として広く商いを行いました。ちなみに
現代の大商社の伊藤忠、丸紅などは近江大阪で
始まっています。特に石田梅岩（1985～1744）
は京都で神道・仏教・儒教を土台としたいわゆ
る「石門心学」を講じて、実践道徳の庶民教育
に努めたのです。心学とは哲学です。この石田
梅岩については「ロータリーの友」1 月号に大
阪学院大学の森田健司教授が現在の CSR SDG
ｓとの関連を詳しく述べています。米国で奉仕
理念が論じるよりも 200年も前のことで、日本
人の精神の深さと先進性が素晴らしいものだ
と再認識するものであります。 
 
日本のロータリー 
 1920 年に日本に初めてロータリークラブが
出来ました。米山梅吉が東京 RC を創立し昨年
100 周年祝いました。その後、全国に拡がりま
したが戦争で中断し、1949 年に RI に復帰して
現在に至ています。米山梅吉は「ロータリーは
人生の道場である」「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」と唱えて、例会に出席して発想の交換をし
ながら、奉仕と友情を深めることを奨めました。
ロータリークラブは全国に拡まっていきまし
た。そのなかで米国流の奉仕の理念を踏まえな
がら、次第に日本古来の「利他」の心が結びつ
いて、外国とはひと味違う日本のロータリーの
風土が形成されて行きました。日本のロータリ
アンの考え方を先人ロータリアンの具体的な
発言から拾い上げてみます。 
 当クラブ創立の時、当時の広沢ガバナー（所
沢 RC）は伝教大師最澄の言葉は「一隅を照らす。
これ国の宝なり」また、「積善の家には必ず余慶
あり」はロータリーの「最もよく奉仕するもの
者、最も多く報いられる」と同じ言葉だと述べ
られました。私が初めて出会ったロータリーの
心でした。その後、前橋 RCの前原勝樹ガバナー
は、「もし、善意というものがなければ、ロータ
リーはただの社交クラブである。職業奉仕とい
う施しにすぎず、国際奉仕は外交でしかない」
と、当時の RI 会長ブラントホルワ氏に手紙を
書いて、いたく感銘させたという事です。前原
さんは「ロータリー入門書」というすぐれた本
を出しています。前原さんの言う「善意」とは、
人間同士の思いやりの心であると言うのです。
その後、タイ国出身のピチヤイ・ラクタル RI 会
長のモットーは「慈愛の種を捲きましょう」で
した。総じて日本や東洋では「心」という事を
大切にして、強調しています。 
 当クラブ 7 代会長、重城良造さんは、就任初
例会で「ロータリーには哲学があります。それ
は仏教の利他の心と同じです」と話されました。
重城さんと面識のある会員も多数居られると
思いますが、重城さんの「利他」は聞かれた方
も多いと思います。私は重城さんの幹事をさせ
て頂きましたので、重城さんの言葉や行動は今
に至る迄私の人生に大きな影響を与えていま
す。たいへん優秀な方で旧制静岡高校で仏教研

究会に入り、修繕寺に合宿して座禅を組みまし
た。東大薬学部を卒業後、陸軍の薬剤将校とな
り終戦、公職に就けず、郷里高柳でやなぎ薬局
を開業しました。子息二人は国立の医大を出て、
現在の重城病院を開院し、重城さんは当初の事
務局長もされました。こういう重城さんに親し
くしていただいた事は私の一生の宝物です。ロ
ータリーでは年齢や業種を超えて広く友人知
人得ることができます。他クラブ、諸会合、地
区委員会などに積極的に参加して知己を増や
してください。特に地区委員会では優れたロー
タリアンに出会えます。私は 30 年以上前に地
区ロータリー財団委員会に 3 年在籍しました。
そこでは県内有力企業の経営者の皆さん方と
夕方から夜 9時ごろまで熱心に奉仕活動をしま
した。当時一緒に仕事をした方々は（故）越部
平八郎パストガバナー、土屋亮平パストガバナ
ー、石井亮太郎パストガバナーなどで、その後
も親しくさせて頂いています。ぜひ皆さんも諸
会合、地区大会、そして地区委員会など積極的
に参加して下さい。 
 現在のロータリーは世界中に拡がっていま
す。120万人の会員がいます。RI は組織の維持
拡大に力を入れています。近頃では自分たちが
やり易いように運営したり、それぞれの習慣に
合わせたりして、規則を緩めているように見え
ます。規定や方針も複雑になって、肝心の「奉
仕の理念」の推進が弱くなり、ロータリアンに
深く浸透しているでしょうか。 
 「不易流行」という言葉があり、変えてはな
らないもの、変えていくべきものがあります。
ロータリーでは「奉仕の理念」は不易で変えて
はならないものです。日本のロータリーに連綿
として伝わっている利他の心は不易です。RI で
色々の方針が出されますが、流行の部分でも節
度のある運営が望まれます。私たちは特に不易
の部分を大切にしていきたいものです。ロータ
リーは奥が深いです。 
 長々と固い話になりました。私の言っておき
たいことを言いましたので、皆さんは軽く聞い
ておいて下さい。あとで何か考えるきっかけに
でもなれば幸いです。 
 とにかくロータリーを楽しみましょ
う。”ENJOY ROTARY”です。ロータリーを理解
するには、先ず楽しむこと。例会出席を続けれ
ば健康になります。皆さんもぜひ９０才以上を
目指して下さい。 
 ご清聴、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木更津東ロ－タリ－クラブ事務局メ－ルアドレス eastkisarazu-rc@nifty.com 

 

◆点鐘 １３時３０分 渡邉愼司会長    
 

 


